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図 2  エアネイラの例 （※同社 Website より引用）
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1．左手で箱からねじを1本取る 2．右手で持っている電動ドライ
バーの先端に、左手でねじ
を付ける

3．電動ドライバーの先端につ
いているねじを、部品のねじ
穴に合わせる

4．右手で電動ドライバーを押し
下げてねじを締める（プッ
シュ・スタート式）

5．電動ドライバーを離す
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図 8  ねじ供給方法の変更
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商号 マックス株式会社

創立 昭和 17 年 11 月 26 日

代表取締役社長 黒沢 光照

本社所在地 〒103-8502 東京都中央区日本橋箱崎町 6-6
資本金 123 億 6 千 7 百万円

決算期 毎年 3 月 31 日（年 1 回）

※2018 年 4 月 現在



21 90-19-13185

 



2290-19-13185



23 90-19-13185

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000

（
百
万
円
）

売上高 当期純利益

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

（
百
万

円
）

オフィス機器 インダストリアル機器 HCR機器



2490-19-13185

『ドライファン』
１室換気

浴室の換気・乾燥・暖房・涼風
の機能をもった機器です。

■BS-261H-CX
 オープン価格
■特長
24時間換気機能付
「プラズマクラスター」技術搭載
200V

■BS-261H
 オープン価格
■特長
24時間換気機能付
200V

■BS-161H-CX
 オープン価格
■特長
24時間換気機能付
「プラズマクラスター」技術搭載
100V

■BS-161H
 オープン価格
■特長
24時間換気機能付
100V

『ドライファン』
２室換気

浴室の換気・乾燥・暖房・涼風
の機能に加え、排気用の副吸
込グリルを1箇所設けた機器で
す。

■BS-132HM-CX
 \157,000 （税込み\169,560）
■特長
24時間換気機能付き
「プラズマクラスター」技術搭載
100V

■BS-132HM
 \139,000 （税込み\150,120）
■特長
24時間換気機能付き
100V

■BS-132EHA
 \125,000 （税込み\135,000）
■特長
24時間換気機能付
100V

■BS-132HA
 \120,000 （税込み\129,600）
■特長
24時間換気機能付
100V

『ドライファン』
３室換気

浴室の換気・乾燥・暖房・涼風
の機能に加え、排気用の副吸
込グリルを2箇所設けた機器で
す。

■BS-133HM-CX
 \157,000 （税込み\169,560）
■特長
24時間換気機能付き
「プラズマクラスター」技術搭載
100V

■BS-133HM
 \139,000 （税込み\150,120）
■特長
24時間換気機能付き
100V

■BS-133EHA
 \125,000 （税込み\135,000）
■特長
24時間換気機能付
100V

■BS-133HA
 \120,000 （税込み\129,600）
■特長
24時間換気機能付
100V

『ドライファン』
リフォーム

浴室の換気・乾燥・暖房・涼風
の機能をもった機器です。副吸
込グリルを設けられる機種のご
用意もあります。
浴室天井アダプタを使えば、今
お使いの開口が大きい浴室乾
燥機もリフォームできます。

■BRS-C101HR-CX
 オープン価格
■特長
1室換気
24時間換気機能付
「プラズマクラスター」技術搭載
100V

■BRS-C102HR-CX
 オープン価格
■特長
2室換気
24時間換気機能付
「プラズマクラスター」技術搭載
100V

■BRS-C103HR-CX
 オープン価格
■特長
3室換気
4時間換気機能付
「プラズマクラスター」技術搭載
100V

■BRS-C100
 オープン価格
■特長
循環暖房機
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本体部品 組付部品 ねじの供給方法 部品同士のズレ 他部品との干渉

メインキャビネット 3P端子台 × × 〇 1

メインキャビネット 2P端子台 × × 〇 1

× 〇 〇 2

× 〇 〇 2

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

メインキャビネット アースワイヤ × × 〇 1

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × 〇 1

× × 〇 1

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × × 0

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

× × 〇 1

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

メインキャビネット × × 〇 1

メインキャビネット × × 〇 1

メインキャビネット × × 〇 1

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

メインキャビネット ナイロンクリップ × × 〇 1

メインキャビネット キバンフタ

メインキャビネット
ジュンカン

ユニット

メインキャビネット モータ固定器

メインキャビネット キバンユニット

メインキャビネット カンキケーシング

メインキャビネット
ヨクシツダンパ

ユニット

メインキャビネット ショウボウカバー

フネンカバー

自動化のしやすさ部品
〇の数
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ハーネスをコードクランプで束線 9.1

コネクタを接続する 2.0

コネクタを接続する 2.2

コネクタを接続する 2.5

コネクタを接続する 2.0

コネクタを接続する 1.7

コネクタを接続する(想定値) 2.1

ダーマートでチェック 4.3

ハーネスをコードクランプで束線(2か所) 12.4

用紙に記入 4.3

キバンのハーネスを整える 3.1

キバンフタを置く 3.4

トレーを送る 0.6

ねじをまとめてとる 1.9

キバンフタをねじ締め 2.5

キバンフタをねじ締め 3.5

製品を送る(工程4-1→IR1) 5.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

キバンフタをねじ締め 6.0

カンキケーシングをねじ締め 6.0

カンキケーシングをねじ締め 6.0

製品を送る(IR1→工程4-2) 2.5

ヨクシツダンパユニットを置く 1.6

トレーを送る 0.6

ジュンカンユニットを置く 3.0

ジュンカンユニットをねじ締め 3.7

テイカクラベルを貼付 3.9

シリアルを貼付 3.1

製品送る(工程4-2→IR2-1) 5.0

ヨクシツダンパユニットをねじ締め 6.0

ヨクシツダンパユニットをねじ締め 6.0

ジュンカンユニットをねじ締め 6.0

ジュンカンユニットをねじ締め 6.0

ジュンカンユニットをねじ締め 6.0

ジュンカンユニットをねじ締め 6.0

ジュンカンユニットをねじ締め 6.0

ジュンカンユニットをねじ締め 6.0

製品を送る(IR2-1→工程5-1) 3.0

本体の向きを上下変える 3.5

外観確認 4.9

リモコンコードを置く 0.8

リモコンコードとリモコンチュウケイハーネスを接続 3.4

ダーマートでチェック 2.1

チェックシートに記入 5.6

ハーネスを挟んで,ナイロンクリップをねじ締め 7.0

フネンカバーを置く 3.0

ナイロンクリップをねじ締め 3.4

製品送る(工程5-1→IR2-2) 5.0

ショウボウカバーをねじ締め 6.0

ショウボウカバーをねじ締め 6.0

フネンカバーをねじ締め 6.0

フネンカバーをねじ締め 6.0

フネンカバーをねじ締め 6.0

製品を送る(IR2-2→工程5-2) 3.0

ナイロンクリップをねじ締め 3.4

タンシダイセツゾクラベルを貼付 3.8

本体の向きを変える 3.0

タンシダイセツゾクラベルを貼付 3.8

トレーを送る 0.6

外観確認 9.5

リモコンを置く 6.5

黒い端子を挿す 3.7

Aを押しながら①②を押す 2.7

Bを押しながら③④を押す 1.4

Bを押しながら端子を挿す 2.2

検査 2.3

端子と黒い端子を戻す 1.5

自動機2-1

作業者5-1

自動機2-2

作業者5-2

作業者4-1

自動機1

作業者4-2

作業 作業時間

本体を持ってくる 2.1

100Vシールを貼付 1.1

パッキンSを貼付 3.9

パッキンLを貼付 7.8

本体の向きを変える 1.0

パッキンSを貼付 3.9

パッキンLを貼付 7.8

本体の向きを変える 1.2

100Vシールを貼付 1.1

パッキンSを貼付 3.9

パッキンLを貼付 7.8

本体の向きを変える 1.0

パッキンSを貼付 3.9

パッキンLを貼付 7.8

排気シールを貼付 3.5

本体の向きを変える 1.4

フィラメントテープを貼付 1.7

フィラメントテープを貼付 1.7

トレーを送る 0.6

青いボード載せる 2.9

青いボードに紙入れる 4.3

シールのストック並べる 1.4

黒いシール(短)ストック 1.9

シリアルのQ R読みこみ 2.7

プラレスD Cモータを取り付け 4.7

トレーを送る 0.9

本体をコンベアに載せる(工程1→工程2) 2.5

3P端子台・2P端子台を本体に置く 7.6

2P端子台をねじ締め 4.2

3P端子台をねじ締め 2.0

ねじ締め(オウドウ) 6.1

ナイロンクリップをねじ締め 3.4

ナイロンクリップねじ締め 3.4

モータ固定器を置く 2.3

用紙に記入 4.1

トレーを送る 0.6

モータ固定器をねじ締め 4.6

モータ固定器をねじ締め 2.0

モータ固定器をねじ締め 1.4

モータ固定器をねじ締め 1.4

ハーネスを挟んで,ナイロンクリップをねじ締め 6.0

コネクタを繋ぐ 4.5

ハーネスを挟んで,ナイロンクリップをねじ締め 5.4

本体の向きを上下変える 3.2

マイカーシートAをつかむ 0.7

トレーを送る 0.6

マイカーシートAを貼付 13.4

マイカーシートBを貼付 9.5

製品送る(工程2→工程3) 2.5

デンゲンキバンを置く 2.9

トレーを送る 0.6

用紙に記入 3.3

ねじをまとめてとる 1.7

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め(ハーネスを避ける) 1.9

各ハーネスを接続 21.2

キバンにペンでチェック 4.0

カンキファン・ゴムワッシャを挿入 11.4

カンキファンをフクロナットで固定 1.3

トレーを送る 0.6

カンキケーシングを置く 2.0

ねじをまとめてとる、カンキケーシングをねじ締め 3.7

カンキケーシングをねじ締め 2.9

天吊専用シール貼付 15.4

ハーネスを接続 3.2

ヨクシツダンパユニットを仮置き 1.0

ジュンカンユニットを仮置き 3.8

製品送る(工程3→工程4-1) 2.5

作業者1

作業者2

作業者3

作業 作業時間

本体を持ってくる 2.1

100Vシールを貼付 1.6

パッキンSを貼付 4.1

パッキンLを貼付 9.3

本体の向きを変える 1.0

パッキンSを貼付 4.4

パッキンLを貼付 7.8

本体の向きを変える 1.2

100Vシールを貼付 1.1

パッキンSを貼付 4.3

パッキンLを貼付 8.7

本体の向きを変える 1.0

パッキンSを貼付 3.9

パッキンLを貼付 8.5

本体の向きを変える 1.4

フィラメントテープを貼付 1.7

フィラメントテープを貼付 1.8

トレーを送る 2.3

青いボード載せる 2.9

青いボードに紙入れる 4.3

シールのストック並べる 5.5

黒いシール(短)ストック 1.9

シリアルのQ R読みこみ 2.7

プラレスD Cモータを取り付け 4.7

トレーを送る 1.8

製品送る 2.5

3P端子台・2P端子台を本体に置く 7.6

2P端子台をねじ締め 4.2

3P端子台をねじ締め 2.0

ねじ締め(オウドウ) 6.1

ショウボウカバーをねじ締め 2.2

ショウボウカバーをねじ締め 2.2

ナイロンクリップをねじ締め 3.4

ナイロンクリップねじ締め 3.4

モータ固定器を置く 2.3

用紙に記入 4.1

トレーを送る 3.6

モータ固定器をねじ締め 4.6

モータ固定器をねじ締め 2.0

モータ固定器をねじ締め 1.4

モータ固定器をねじ締め 1.4

ハーネスを挟んで,ナイロンクリップをねじ締め 6.0

コネクタを繋ぐ 4.5

ハーネスを挟んで,ナイロンクリップをねじ締め 5.4

本体の向きを上下変える 3.2

マイカーシートAをつかむ 0.7

トレーを送る 2.3

マイカーシートAを貼付 13.4

マイカーシートBを貼付 9.5

デンゲンキバンを置く 2.9

用紙に記入 3.3

製品を送る 2.5

ねじをまとめてとる 1.7

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め 1.4

デンゲンキバンをねじ締め(ハーネスを避ける) 1.9

各ハーネスを接続 21.2

キバンにペンでチェック 4.0

カンキファン・ゴムワッシャを挿入 11.4

カンキファンをフクロナットで固定 1.3

カンキケーシングを置く 2.0

天吊専用シール貼付 15.4

キバンにペンでチェック 4.0

製品を送る 2.7

作業者１

作業者2

作業者3

ネジをまとめてとる,カンキケーシングをねじ締め 3.7

カンキケーシングをねじ締め 2.9

カンキケーシングをねじ締め 1.9

カンキケーシングをねじ締め 1.9

ヨクシツダンパユニットを置く 1.6

ヨクシツダンパユニットをねじ締め 1.8

ヨクシツダンパユニットをねじ締め 3.3

ハーネスを接続 3.2

ジュンカンユニットを仮置き 3.8

ハーネスをコードクランプで束線 9.1

コネクタを接続する 2.0

コネクタを接続する 2.2

コネクタを接続する 2.5

コネクタを接続する 2.0

コネクタを接続する 1.7

コネクタを接続する(想定値) 2.1

ダーマートでチェック 4.3

ハーネスをコードクランプで束線(2か所) 12.4

用紙に記入 4.3

製品を送る 3.4

キバンのハーネスを整える 3.1

キバンフタを置く 3.4

ねじをまとめてとる 1.9

キバンフタをねじ締め 2.5

キバンフタをねじ締め 3.5

キバンフタをねじ締め 2.0

キバンフタをねじ締め 1.9

キバンフタをねじ締め 1.3

キバンフタをねじ締め 1.9

キバンフタをねじ締め 1.8

キバンフタをねじ締め 1.7

キバンフタをねじ締め 1.5

キバンフタをねじ締め 3.4

キバンフタをねじ締め 2.2

ジュンカンユニットを置く 3.0

ジュンカンユニットをねじ締め 1.9

ジュンカンユニットをねじ締め 4.8

ジュンカンユニットをねじ締め 1.8

ジュンカンユニットをねじ締め 1.5

ジュンカンユニットをねじ締め 1.4

ジュンカンユニットをねじ締め 3.3

ジュンカンユニットをねじ締め 2.4

テイカクラベルを貼付 3.9

シリアルを貼付 3.1

本体の向きを上下変える 3.2

外観確認 4.9

リモコンコードを置く 0.8

タンシダイセツゾクラベルを貼付 3.8

リモコンコードとリモコンチュウケイハーネスを接続 3.4

ダーマートでチェック 2.1

製品を送る 3.1

チェックシートに記入 4.7

ハーネスを挟んで,ナイロンクリップをねじ締め 7.0

フネンカバーを置く 3.0

フネンカバーをねじ締め 2.7

フネンカバーをねじ締め 1.5

フネンカバーをねじ締め 1.5

ナイロンクリップをねじ締め 3.4

ナイロンクリップをねじ締め 3.4

本体の向きを変える 3.0

タンシダイセツゾクラベルを貼付 3.8

排気シールを貼付 3.5

トレーを送る 3.2

外観確認 9.5

リモコンを置く 6.5

黒い端子を挿す 3.7

Aを押しながら①②を押す 2.7

Bを押しながら③④を押す 1.4

Bを押しながら端子を挿す 2.2

検査 2.3

端子と黒い端子を戻す 1.5

作業者5

作業者6

作業者4

現状 集約後

ヨクシツ
ダンパ
ユニット

メイン
キャビネット

ショウボ
ウカバー

カンキ
ファン

カンキ
ケーシング

キバン
フタ

ジュンカン
ユニット

2P端子台

3P端子台

モータ
固定器

デンゲン
キバン

フネン
カバー




